
 

▼
京
田
辺
市
に
保
健
所
の
再
設
置
を 

 

１
９
９
２
年
に
全
国
825
ヶ
所
あ
っ
た
保
健
所
が
２
０
１
９
年

に
472
ヶ
所
に
減
っ
て
い
ま
す
。
京
田
辺
市
で
も
か
つ
て
田
辺
保
健

所
が
あ
り
ま
し
た
が
、
京
都
府
の
出
先
機
関
の
再
編
統
廃
合
で
、

そ
れ
ま
で
京
都
市
を
除
く
府
内
12
ヶ
所
の
保
健
所
を
７
ヶ
所
に

減
ら
し
た
際
に
、
宇
治
保
健
所
と
統
合
さ
れ
ま
し
た
。
４
市
３
町

を
管
轄
と
す
る
山
城
北
保
健
所
に
な
り
、
管
轄
内
の
人
口
は
43
万

人
を
超
え
、
他
の
６
保
健
所
と
比
べ
て
も
２
～
３
倍
で
す
。 

 

ま
た
保
健
所
再
編
に
あ
た
り
当
時
の
京
都
府
は
、
「
保
健
所
の

高
度
検
査
機
能
等
の
集
約
化
」
と
し
て
「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
」
の
実
施

な
ど
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
方
針
は
放
置
さ
れ
、

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
、
５
月
の
京
都
府
の
補
正

予
算
で
よ
う
や
く
府
内
５
ヶ
所
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
が
と
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ら
の
実
態
を
示
し
、
市
当
局
に
京
都
府
に
対
し
、
京
田
辺

市
に
保
健
所
を
改
め
て
設
置
す
る
よ
う
要
望
す
べ
き
だ
と
求
め

ま
し
た
。
し
か
し
市
当
局
は
「
保
健
所
機
能
は
山
城
北
保
健
所
と

市
町
村
が
連
携
し
て
果
た
し
て
い
る
。
保
健
所
本
体
で
は
な
く
、

市
町
と
連
携
し
て
指
揮
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
マ
ン
パ
ワ
ー
に

つ
い
て
も
市
町
か
ら
も
応
援
に
行
く
体
制
を
と
っ
て
い
る
。
」
と

答
弁
し
、
市
長
も
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
は
府
と
連
携

し
て
き
た
。
保
健
所
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
人
口
比
だ
け
で
な
く
、

北
部
で
は
面
積
的
な
も
の
も
あ
る
。
」
と
し
て
後
向
き
の
姿
勢
で

し
た
。 

▼
補
助
金
削
減
な
ど
の
行
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
廃
止
を 

 

20
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
「
行
政
改
革
実
行
計
画
」
で
は
、
財

政
健
全
化
、
受
益
者
負
担
の
見
直
し
と
し
て
、
中
小
企
業
向
け
補
助

金
の
減
額
や
利
子
補
給
の
縮
小
、
車
イ
ス
や
歩
行
器
な
ど
を
利
用
さ

れ
る
身
体
障
害
者
向
け
の
補
助
金
の
縮
小
廃
止
、
人
間
ド
ッ
ク
・
脳

ド
ッ
ク
へ
の
助
成
見
直
し
、
な
ど
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
経
済
的
困
難
が
広
が
っ
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
中
止
を
求
め
ま
し
た
。 

 

市
当
局
は
「
行
革
は
必
要
。
感
染
症
や
自
然
災
害
の
リ
ス
ク
に
も

対
応
で
き
る
市
役
所
の
体
制
を
構
築
す
る
。
受
益
者
負
担
の
見
直
し

な
ど
、
直
接
市
民
に
影
響
の
出
る
も
の
は
、
今
後
の
社
会
情
勢
を
踏

ま
え
、
総
合
的
に
判
断
し
、
実
施
時
期
も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。
」

と
述
べ
た
も
の
の
、
中
止
す
る
と
は
言
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

▼
教
育
委
員
会
の
議
事
録
を
公
表
へ 

 

行
政
改
革
実
行
計
画
の
基
本
方
針
で
「
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
透
明

性
の
高
い
行
政
を
め
ざ
す
」
と
掲
げ
た
こ
と
に
関
連
し
、
そ
の
た
め

に
教
育
委
員
会
を
は
じ
め
と
し
た
行
政
委
員
会
や
各
種
の
審
議
会

等
の
議
事
録
や
提
出
資
料
の
公
表
等
の
情
報
公
開
の
徹
底
を
す
る

よ
う
に
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

教
育
委
員
会
か
ら
、「
今
年
度
か
ら
教
育
委
員
会
の
Ｈ
Ｐ
で
議
事

録
を
公
開
し
て
い
く
」
と
答
弁
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
重
要
な
成
果
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
の
他
の
各
種
の
審
議
会
等
に
つ
い
て
は
、
「
審
議

会
等
の
会
の
公
開
に
関
す
る
指
針
に
基
づ
い
て
対
応
し
て
お
り
、
市

政
の
透
明
性
の
向
上
と
公
平
性
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。
」
と
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。
再
質
問
で
は
、
「
各
部
署
で
取
組
み
に
差
が
あ
る

の
は
、
議
事
録
公
開
な
ど
の
た
め
に
必
要
な
職
員
体
制
が
と
れ
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
。
」
と
指
摘
し
ま
し
た
が
、
市
当
局
か
ら
は
「
人
が
足
り
な
い
か
ら
出
来
て
い

な
い
と
は
見
て
い
な
い
」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

▼
中
学
校
給
食
基
本
計
画
策
定
に
つ
い
て 

 

「
中
学
校
給
食
基
本
計
画
」
策
定
作
業
の
進
捗
状
況
を
聞
き
、
あ
わ
せ
て
計
画
策

定
段
階
か
ら
、
中
学
校
に
お
け
る
食
育
の
充
実
や
地
産
地
消
の
積
極
的
な
観
点
を
盛

り
込
む
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

教
育
委
員
会
か
ら
「
実
施
方
式
、（
給
食
セ
ン
タ
ー
の
）
立
地
場
所
、
施
設
整
備
・

運
営
の
手
法
を
盛
り
込
ん
だ
基
本
計
画
の
策
定
を
、
20
年
９
月
中
の
完
成
を
目
指

し
て
進
め
て
い
る
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
も
実
施
す
る
。
中
学
校
給
食
で
も
、
小

学
校
給
食
と
同
様
、
生
徒
、
教
職
員
、
栄
養
教
諭
や
農
業
従
事
者
な
ど
の
声
を
聞
き

な
が
ら
、
実
施
に
あ
わ
せ
て
検
討
を
す
す
め
て
い
く
。」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

▼
大
住
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
は
21
年
度
着
工
予
定
に 

 

大
住
駅
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
つ
い
て
と
り
上
げ
、
市
当
局
か
ら
、
「
今
年
３
月

に
国
の
補
正
予
算
で
対
象
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
た
事
か
ら
、
今
後
、
設
計
業
務
、

工
事
な
ど
に
つ
い
て
協
議
を
し
て
い
く
」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
再
質
問
で
具
体

的
な
予
定
を
聞
い
た
と
こ
ろ
「
20
年
度
に
設
計
業
務
を
終
わ
ら
せ
、
来
年
度
に
は

工
事
に
か
か
り
た
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

▼
吉
原
川
、
防
賀
川
改
修
工
事
の
状
況 

 

吉
原
川
と
防
賀
川
の
河
川
改
修
工
事
の
完
了
見
通
し
と
、
出
水
期
に
入
り
、
大
雨

や
台
風
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
中
で
、
そ
の
対
策
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。
市
当
局
は

「
防
賀
川
改
修
工
事
は
、
出
水
期
の
対
策
も
と
ら
れ
て
い
る
。
府
の
工
事
が
21
年

３
月
ま
で
に
完
成
し
、
そ
の
後
に
吉
原
川
の
工
事
を
す
る
。
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

☆
日
本
共
産
党
市
議
団
と
綴
喜
教
職
員
組
合
が
懇
談 

 

学
校
が
再
開
さ
れ
た
６
月
上
旬
、
日
本
共

産
党
京
田
辺
市
議
団
と
、
綴
喜
教
職
員
組
合

の
役
員
の
方
た
ち
と
の
懇
談
会
を
持
ち
ま
し

た
。
教
職
員
組
合
が
市
教
育
委
員
会
に
申
入

れ
を
さ
れ
た
内
容
と
、
再
開
後
の
学
校
の
リ

ア
ル
な
様
子
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 
 

教
職
員
組
合
の
方
か
ら
は
「
学
校
は
急
速
に
通
常
通
り
の
状
態
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
３
ヶ
月
間
、
学
校
に
来
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
そ
れ
に
落
ち
着
い

て
対
応
で
き
る
の
か
と
心
配
。
」
と
い
う
声
や
、「
夏
休
み
も
短
縮
す
る
が
、
暑
さ

対
策
を
ど
う
す
る
の
か
。
教
室
に
ク
ー
ラ
ー
が
つ
け
ら
れ
た
が
、
換
気
の
た
め
窓

を
あ
け
る
の
で
き
く
か
ど
う
か
。
時
間
数
の
確
保
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
子
ど
も
た
ち 

や
学
校
の
実
態
に
即
し
た
工
夫
が
そ
れ
ぞ
れ
に
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
必
要
。
」
な
ど
の
意
見
も
お
聞
き
し
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
策
で
、
マ
ス
ク
や
消

毒
液
な
ど
の
資
材
確
保
の
課
題
、
授
業
の
あ
り
方
や
給
食
に

関
わ
る
課
題
も
、
具
体
的
に
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

改
め
て
出
さ
れ
た
の
は
１
ク
ラ
ス
の
人
数
が
35
人
は
多

す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
教
室
に
35
人
も
子
ど
も
が
い
る

と
、
１
ｍ
の
間
隔
を
あ
け
る
の
が
精
一
杯
で
、
こ
の
点
か
ら

も
１
ク
ラ
ス
20
人
程
度
と
す
る
少
人
数
学
級
編
成
が
重
要

な
課
題
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。 

 

学
校
現
場
で
起
き
て
い
る
こ
と
、
み
な
さ
ん
が
ど
う
い
う

悩
み
を
も
ち
苦
労
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
守

り
、
学
習
と
成
長
、
発
達
を
支
え
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
の
か

が
伝
わ
っ
て
く
る
懇
談
で
し
た
。 
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コ
ロ
ナ
禍
か
ら
、
市
民
の
命
と
健
康
、
暮
ら
し
と
営
業
を
守
る
た
め
に
、 

日
本
共
産
党
京
田
辺
市
議
団
は
４
月
に
、
京
田
辺
市
長
に
「
市
と
し
て
、

市
民
の
健
康
と
暮
ら
し
を
守
り
、
『
市
民
生
活
に
関
す
る
相
談
を
大
い
に

受
け
る
』
と
い
う
姿
勢
を
」
な
ど
の
緊
急
申
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た

「
市
民
と
と
も
に
歩
む
女
性
議
員
の
会
」
、
「
自
民
一
新
会
」
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

京
田
辺
」
「
公
明
党
」
の
各
会
派
も
そ
れ
ぞ
れ
市
長
に
、
市
民
生
活
を
守

る
た
め
に
独
自
の
施
策
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
等
を
申
し
入
れ
、
４
月
末
に

は
市
議
会
の
総
意
と
し
て
議
長
名
で
同
様
の
申
入
れ
が
さ
れ
ま
し
た
。 

 

京
田
辺
市
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の 

暮
ら
し
、
営
業
支
援
へ

 

市
当
局
は
４
月
末
、
５
月
半
ば
に
２
回
の
補
正
予
算
編
成
、
さ
ら
に
６

月
議
会
に
も
２
つ
の
補
正
予
算
を
提
案
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
か
ら
暮
ら
し
と
営
業
を
守
る
支
援
策
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
主

な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。 

◎
休
業
支
援
金
給
付
事
業 

京
都
府
の
休
業
要
請
協
力
企
業
へ
の
支
援

金
に
、
府
と
同
額
を
市
が
上
乗
せ
し
て
支
給
。 

◎
中
小
企
業
事
業
継
続
支
援
金
給
付
事
業 

国
の
持
続
化
給
付
金
の
受

給
事
業
者
に
、
支
援
金
と
し
て
10
万
円
を
給
付
。 

◎
く
ら
し
継
続
応
援
事
業 

京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会
が
収
入
減
で
困

っ
た
方
な
ど
に
最
大
20
万
円
を
貸
し
付
け
る
「
緊
急
小
口
資
金
」
の

利
用
者
に
、
借
入
額
返
済
分
の
半
額
を
補
助
し
ま
す
。 

◎
児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
サ
ポ
ー
ト
給
付
金
事
業 

一
人
親
世
帯
等

の
「
児
童
扶
養
手
当
」
受
給
世
帯
に
５
万
円
を
支
給
。 

◎
水
道
基
本
料
金
の
２
ヶ
月
分
の
免
除 

４
、
５
月
分
の
水
道
料
金
の
基

本
料
金
（
額
は
口
径
に
よ
っ
て
異
な
る
）
を
免
除
。 

◎
就
学
援
助
世
帯
（
準
要
保
護
）
へ
２
ヶ
月
分
の
給
食
費
相
当
分
の
支
給

就
学
援
助
（
準
要
保
護
）
受
給
世
帯
に
、
学
校
臨
時
休
業
中
の
昼
食
費

負
担
軽
減
で
、
就
学
援
助
の
内
の
給
食
費
相
当
分
を
支
給
。 

◎
市
税
徴
収
猶
予
の
特
例
制
度 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
の
た

め
に
納
税
の
猶
予
を
受
け
る
際
に
、
延
滞
金
な
ど
を
免
除
。 

◎
国
保
制
度
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関

連
し
た
傷
病
手
当
が
導
入
さ
れ
た
他
、
国
保
税
の
減

免
制
度
も
実
施
。 

◎
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発
行 

１
万
円
で
市
内

の
対
象
店
舗
で
１
万
３
千
円
分
の
金
券
と
し
て
使

え
る
商
品
券
の
発
行
（
１
人
２
万
円
ま
で
） 

◎
新
規
認
定
農
業
者
、
認
定
農
業
者
へ
の
支
援
給
付
金

（
５
万
円
又
は
10
万
円
） 

 

日
本
共
産
党
は
、「
学
校
再
開
に
あ
た
り
子

ど
も
た
ち
の
学
習
を
保
障
す
る
国
の
支
援
充

実
を
求
め
る
意
見
書
」
案
を
提
案
し
ま
し
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
臨

時
休
業
か
ら
、
ほ
ぼ
３
か
月
ぶ
り
に
学
校
な

ど
が
再
開
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、「
子
ど
も
た

ち
の
実
態
か
ら
出
発
し
、
子
ど
も
一
人
一
人

を
大
切
に
す
る
、
柔
軟
で
手
厚
い
教
育
が
必 

要
」
と
し
て
、「
１
ク
ラ
ス
20
人
程
度
の
授
業
が
出
来
る
よ
う
に
す
る
こ

と
。
」
「
『
第
２
波
』
に
備
え
、
学
校
・
教
員
と
各
家
庭
と
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
結
ぶ
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
通
信
環
境
整
備
や
資
機
材
の
確
保
」
「
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
消
毒
な

ど
の
感
染
予
防
、
オ
ン
ラ
イ
ン
整
備
の
た
め
の
支
援
員
の
増
員
」
の
３
点

を
求
め
、
そ
の
た
め
の
国
の
財
政
支
援
の
充
実
を
求
め
て
い
ま
す
。 

採
決
で
は
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
そ
の
実
現

目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。 

６
月
議
会
で
中
央
体
育
館
ア
リ
ー
ナ
に
空
調
設
備
を
導
入
し
、
ト
イ
レ

の
洋
式
化
な
ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
た
め
の
大
規
模
改
修
工
事
の
請
負

契
約
議
案
が
可
決
し
ま
し
た
。
工
事
期
間
は
、
来
年
１
月
12
日
か
ら
３

月
末
ま
で
の
予
定
で
こ
の
期
間
、
ア
リ
ー
ナ
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
総
事

業
費
は
約
２
億
６
３
０
０
万
円
で
、
工
事
契
約
は
大
阪
の
大
手
企
業
ら
に

よ
る
グ
ル
ー
プ
と
結
ば
れ
ま
す
。 

 

質
疑
で
日
本
共
産
党
議
員
団
は
「
地
元
業
者
に
仕
事
が
回
る
よ
う
市
と

し
て
工
夫
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
」
と
問
い
、
市
当
局
は
「
企
画
や
工
事

の
維
持
管
理
に
優
れ
た
技
術
を
持
ち
、
限
ら
れ
た
工
期
で
や
る
実
行
力
を

求
め
、
提
案
型
の
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
選
定
し
た
。
」
と
説
明

し
、
「
ト
イ
レ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
地
元
の
下
請
け
に
発
注
す
る
と
聞

い
て
い
る
。
」
、
「
今
後
も
で
き
る
だ
け
地
元
業
者
に
発
注
す
る
よ
う
に
し

た
い
。
」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

日

本

共

産

党

自

民

一

新

会

ＮＥ

ＸＴ

京

田

辺

公

明

党

南

風

維

新

クラ

ブ

女

性

議

員

の

会

南

部

登

志

子

結
果

新型コロナウイルス対策で
国保に傷病手当を導入する

条例改正の専決処分
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承
認

国保税法定軽減の改正と
最高限度額引上げの
条例改正の専決処分

● ○ ○ ○ ○ △ ○
承
認

新型コロナウイルス対策の
ための２０年度一般会計補正
予算（１号、２号）の専決処分

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
承
認

農業委員会委員の任命に
ついて（計１４人）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
同
意

中央体育館空調設備導入等
大規模改修工事の請負契約

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可
決

新型コロナウイルス対策の
ための２０年度一般会計
補正予算（３号、４号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
可
決

学校再開にあたり子どもの
学習を保障する国の支援
充実を求める意見書

○ ● ● ● ― ○ ●
否
決

新型コロナウイルス感染症に
係る緊急経済対策を

求める意見書
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可
決

※○＝賛成、●＝反対、△＝態度が分かれた、―＝棄権。

６月議会･主な議案､意見書等への各会派の態度


